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観測史上初ともいわれる酷暑が続いている今年の夏ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。棕櫚亭の各事業所でも合

言葉は「水分補給」になり、熱中症に気を付けながら毎日活動しています。 

今年の春から夏にかけては、呉秀三による私宅監置の報告書が出されてから 100 年を記念しての映画上映や特集番組、

またやまゆりの事件を受けて支援者が自分に問うという視点での番組もいくつか目にしました。これら以外にも、この夏

は何かと精神疾患や障害について取り上げている番組が増えたような気がします。自分たちも含め多くの人にとって知る

機会が増えたことの意義を感じる一方で、その都度どう感じたのか・自分たちの活動とのつながりはどこにあるのかを一

歩立ち止まって考えないと流されてしまうな、と思っているところです。 

さて今回号では少し遅くなりましたが、29 年度の活動報告及び会計報告と、今年度の活動計画をお伝えします。活動

報告会でお会いできなかった方々にもぜひ棕櫚亭の現状を知っていただきたくまとめましたので、どうぞお読みください。

また、6 月 23 日に行いました活動報告会・講演会の様子を、簡単ではありますが７ページにてご紹介しています。ご覧

ください。                                 （ 常務理事・高橋 しのぶ ） 

 

 

法人本部 

新体制が本格的にスタートした 29 年度は、組織作りとその安定が第一課題となりました。新経営陣の各々の役割

分担を始め、職員との共有や情報交換の機会を今まで以上に増やし、新しい組織の基盤作りをしました。並行して、

天野前理事長を講師に招いたゼミ方式や、外部講師を招いた研修など様々なスタイルでの人材育成にも力を入れて取

り組みました。また、人事考課導入以来行っている目標管理面接も定着し、職員間の振り返りやコミュニケーション

の場として有効に活用されてきています。雇用管理面については、コンサルタントを招いて非常勤職員の処遇の見直

しを行ないました。話し合いを重ねながら目標通り 3％アップの改正となりました。これで、一昨年の常勤職員の見

直しと併せて職員全体の処遇改善が一旦の着地をみたところです。 

さらに、地域貢献への取り組みですが、28 年度から始まった「ラボ・くにスタ（国立公民館の学習支援）」、「おい

しい時間（市内こども食堂）」への配食サービスが、定期的に行われ好評を得ています。また、それに伴う関係機関同

士の職員交流も出てきました。その他、棕櫚亭Ⅰの絵画ワークショップや、ピアスを使った高校生・大学生の体験実

習の受け入れなど、「食」以外での地域貢献も始まり、地域との繋がりがさらに広がった一年間でした。 

H30年度事業計画 

① 新体制になり 2 年目を迎えますが、引き続き体制の維持に取り組んでいきます。 

② ピアスの「就労定着支援事業」、なびぃの「自立生活援助事業」が新事業としてスタートし、オープナーでも東京

都より「精神障害者就労定着連携促進事業」を受託します。さらにピアスは定員変更を行うなど、法人全体の事

業を大きく変化させていく一年となるため、進捗を図りながら事業展開を着実に進めていきたいと思っています。 

③ 雇用管理：引き続きコンサルタントを招き、導入から 3 年目となる人事考課（特にキャリアパス）を見直します。 

④ 地域貢献：「おいしい時間」「ラボ・くにスタ」への配食の繋がりから出来てきた「顔の見える関係」をベースに

しながら、より地域に密着した取り組みを推進したいと考えています。 

 

棕櫚亭通信 第 104 号 

多摩棕櫚亭協会 

H29 年度事業報告 ＆ H30 年度事業計画のご報告 
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ピアス 

●就労移行支援事業 

ピアスの３本柱である「トレーニング・プログラム・個別相談をより連動させて支援する」目標に対して、各職員

がその意識を持って取り組むことができた 1 年でした。就職に関しては、昨年度末に就職者が続いたことで上半期は

2 名と少なかったものの、下半期に増えた結果、合計 13 名となりました。平均利用率は、目標を下回った上半期があ

りましたが、入所者数の増加や利用中断者の減少により下半期は徐々に上がり、通年では平均 24.6 名/日、82.2%と

目標を若干下回る程度でした。また新規入所の受け入れにつながる見学者は 28 年度と同じようなペースで 66 名でし

た。30 年度は自立訓練と就労移行の一体的運営により質の高い就労支援を行い、コンスタントに就職を出していく工

夫が必要だと考えています。その他、特別支援学校の直Ｂ型アセスメント、リワークの方の受入れ、大学や NHK 学園

との就労体験での連携に取り組み、本体事業以外での活用に力を入れた１年でした。 

●自立訓練（生活訓練）事業 

29 年度の入所者数は、目標の 10 名入所よりも若干多くなっています。利用者層は、就労移行を目指して利用する

人が 11 名、リワーク・休職後の転職に利用する人が 5 名、その他が 5 名、と就労移行移籍に向けての利用層が最も

多い状況でした。一方で今年度に就労移行へ移籍したのは 3 名となり、移籍までの利用期間は長くなる傾向にありま

す。利用者層の広がりをふまえた上で、自身がステップアップを実感しやすいように、参加日数に応じてプログラム

を段階的に設定したり、軽作業の種類を増やして利用者のモチベーションを上げるなどの工夫に取りかかり始めた１

年でした。 

H30年度事業計画 

① 就労支援の充実：定員の 50％以上の就労者、かつ半年間の継続率 90%を目指し、就労支援の質を高く保ちます。 

② 経営の安定：就労移行 30→20 名・自立訓練 10→20 名に定員変更し、それぞれ独立型事業所へ移行します。 

③ 生活訓練：現在の軽作業・ワークサンプルに加え、プログラムを通じて生活面への支援を充実させます。 

④ 年度後半の就労定着支援事業開始を目指します。すでに行っている OB 会に加え、オープナーと連携を図ります。 

オープナー 

29 年度は、再度『ネットワーク』を意識し、年度当初よりハローワーク・職業センターとの意見交換会や現場の職

員との話し合いを丁寧に行いました。また、「地域で役立つオープナー」を目指し、近隣の就労支援機関や医療機関な

どへ出前講座を行いました。出前先では、オープナーの役割、就職する上での職業準備性について重点的に伝え、各

機関との関係構築を図りました。 

新規相談の傾向としては、複数の障害・診断を抱えている方、未治療ではないが通院していない方、適切な教育を

受けられなかった方、公共交通機関が使えない方などがおり、まず生活安定の必要性を理解してもらい、医療機関や

社会資源に斡旋する支援が多かったです。年間就職者数は 32 名でしたが、一方で 28 年度から数えて就職年数 1 年未

満での離職者が 9 名となりました。理由は、病気の理解不足からくる病状悪化が挙げられます。また、就職が決まっ

てからオープナーに登録した方の信頼関係の構築を行いながらの定着支援を行う難しさを再認識した１年でもありま

した。 

例年行っている支援機関向け研修では、近年の新規相談の傾向などから「発達障害と依存症」をテーマに取り上げ

たこと、当事者向けのセミナーでは当事者・企業担当者・支援者の意見交換と、オープナー登録者 59 名のアンケー

トから継続要因について発信するなど、新たな取り組みにもチャレンジでき、盛況のうちに終えることができました。 

H30年度事業計画  職員体制作りと新規事業を推進していきます。※目標値：就職者 30 人 職場実習 70 件 

① 本体事業と新規事業を両立するために、新しいチーム作りのための共有と会議の効率化を図っていきます 

② ピアスの新規事業である“就労定着支援事業”への連携を図ります 

③ 職場定着のために本人・企業双方状況把握をこまめに行っていきます 

④ 新規事業と中小企業応援連携事業を取り組み、生きたネットワークを創っていきます 
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棕櫚亭 Ⅰ 

今年度はメンバー主導の行事がより増加しました。またステップアップして他施設へ移行したメンバーが 3 名、移

行予定が 1 名と着実に力をつけて次の目標に向かって進んでいるメンバーが増えています。一方で、退院したばかり

の方など今後の“第Ⅰのメンバー構成”を考慮して、作業やプログラムをより簡単な内容に変えていく必要性が出てき

ました。それをふまえて後期からは、より参加しやすい「庶務ユニット」など、新たな試みをスタートしました。 

 各プログラムの活動を振り返ると、スポーツプログラムは試合形式を無くしたこと、ウォーキングでは「短距離と

長距離の“2 コース”」を作ったことで、それぞれより参加しやすく希望に沿ったものとなりました。 

 また、絵画教室では恒例の絵画展に加え、新たに「くにたち PARADA」に絵画展示で初参加したこと、市民を参加

対象にした“絵画ワークショップ”で絵を描き、アフリカ音楽と太鼓を楽しむという新たな試みにも挑戦しました。作

品展示では、福祉会館内の“喫茶わかば”での常設展示や、毎年開催される「福祉のつどい」での展示も好評です。  

その他ピアス生活訓練と合同で月 1 回開催した「Life プログラム」も 2 年目を迎えて様々な内容を扱い、「生活に

役立つ情報」を一緒に学ぶ機会となりました。 

H30年度事業計画 

① なびぃとのスタッフ間の共有を深め、協力して新たなメンバー受入れ体制を作ります 

② 棕櫚亭Ⅰの役割、作業等を引き続き検討し、利用者に合わせながら具体的活動を行っていきます 

③ 地域との繋がりを引き続き積極的に活用し、外部に向けた企画をより推進します 

なびぃ 個別支援（相談支援事業・個別給付事業）・地域活動支援センター事業Ⅰ型 

今年度の支援稼働者数は 201 名（登録者全体含め総数 250 名）となり、これまでで最大の人数となりました。理

由としては、新規相談の増加（前年度の 1.3 倍）、個別給付事業件数（特に計画相談支援事業）の増加（前年度の 1.4

倍）です。個別支援件数も増加し、前年度より 1,000 件以上増加した 9,114 件となりました。支援内容は同行・訪問・

関係機関調整・ケア会議の伸びが大きくなっています。このことは、1 件自体のボリュームが大きくなっていること、

さらには、なびぃだけでなく、関係機関と連携して支援をする傾向がより強くなっていることを示しています。 

地活事業は、9 種類あるプログラムの中で、3 つ（和食の会・デイサービス・パソコン倶楽部）を＜卒業していく

プログラム＞と位置づけ、利用者がステップをふみながら停滞することなく流れています。その他のプログラムは、

それぞれの目的やペースに合わせて利用することで、相談支援を補完するものとなっています。 

また、『当事者を支えるご家族に元気になってもらいたい』という目的で市民向けの家族講座を 2 回開催しました。

１回目は「障害のある方のお金について考える～経済的な自立に向けた具体的な生活設計の要点と公的支援～」、２回

目は「笑いヨガ～自分も家族も健康に」というテーマで、いずれも好評でした。また、今年度も東北支援のチャリテ

ィを目的とした地域でのフリマ出店を、利用者の方々の協力の元、実施しました。 

 新たな動きとしては、児童養護施設神の国寮さんと、家族講座やヨガ教室で協働することができました。 

H30 年度事業計画 

●個別相談支援（市相談支援事業・個別給付事業：計画相談支援・地域移行・自立生活援助・地域定着） 

① ３つの個別給付事業運営を支える事務的なしくみづくりをします・自立生活援助事業を年度内にスタートします 

② 生活部門全体の方向性についての検討 ⇒ 合同職員会議などで横断的に検討していきます 

③ 支援力の検証 ⇒ 事例検討を含めたスタッフ会議を隔月に開催します 

●グループ支援（地域活動支援センター事業Ⅰ型） 

① 現在のプログラムの検証と新しいプログラムの検討 ⇒「介護の会」を試行します 

② 安心や個別に配慮された場づくり ⇒ 役割分担と安心への意識の再確認を行います 

●地域貢献・地域連携 

① 地域福祉の中心である自立支援協議会の活動を通した地域連携の力の向上  

② 地域と協働での家族講座の企画 
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平成29年度 会計報告 
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平成 30 年 6 月 23 日 

多摩棕櫚亭協会 活動報告会＆講演会を行いました 

 

 棕櫚亭が日頃お世話になっている関係者・地域の皆様をお招き

し、活動報告会＆講演会を開催しました。当日は60名以上の方に

ご参加いただき、会場であるピアスの 2階は満員となりました。ご

参加くださった皆様には厚くお礼申し上げます。今後とも、皆様の

変わらずのご支援賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 第 1 部の「多摩棕櫚亭協会 活動報告会」では、法人本部及び各施設から、最近の活動内容をご報告させていただきま

した。また、平成29年度活動及び会計報告・平成30年度事業計画、最近の棕櫚亭の取り組みなどの資料を、冊子にしてお

配りしました。 

第 2 部の講演会では、「3・11 福島の実情を知る ～報道されない被災地の現状～」と題し、高

瀬 芳子氏（福島県大熊町出身 スクールソーシャルワーカー）と、松本 喜一氏（福島県郡山市在

住 福島県社会福祉士会事務局長 元青木病院看護師/PSW 東日本国際大学健康福祉学部教

授）から、福島の現状やお二人の取り組みについてお話を伺いました。 

高瀬さんからは、原発事故が起こり、十分な情報もないまま避難を迫られた経緯を、ご自分の

詳細な動きと大熊町の住民の状況も交え、貴重な写真と共に真に迫る語りで話していただきました。

帰宅困難地区の荒れ果てた光景は、インターネット上の写真や映像を通じていくらでも見ることは

できますが、今回高瀬さんの生の体験や言葉を通し、当時の緊迫した様子や現在まで続く住民の苦しみを知ったことで、現

地の情景を鮮烈に感じさせられました。 

一方、松本さんからは、客観的なデータや考察資料に基づき、当時の支援者の動きや今後の課

題をお話いただきました。災害時の話のみに留まらず、根本的な福祉、ソーシャルワークや地域の在

り様を改めて考えさせる内容であり、大きな宿題を貰ったと感じます。また、地域の福祉避難所でもあ

る棕櫚亭として何ができるだろうかと、講演後に職員間で議論が盛り上がっておりました。 

この講演会は、棕櫚亭が行う「社会福祉法人として地域・社会に何が出来るのか？」を考える取り

組みの一つとして企画しましたが、会場にいた一人ひとりの胸に残ったものを、各自がコミュニティー

に持ち帰り、波及するきっかけとなれたのであれば幸いです。 （ ピアス 尾崎 奏恵 ） 

 

  

口座名義 （社福）多摩棕櫚亭協会賛助会 00110-2-425269 

平成30年度賛助会費 お振込み用紙同封のお知らせ 

賛助会員の皆様には、いつもご支援賜り厚くお礼申し上げます。 

平成 30 年度賛助会費お振込み用紙を同封いたしました。個人会員様 2000 円、団体会員様 5000 円からに

て、引き続き変わらぬご支援を頂けましたら幸いです。何卒よろしくお願いいたします。 

賛助会費払い込みのゆうちょ銀行口座番号は下記になります。 
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【編集】国立市富士見台 1－17－4 

社会福祉法人 多摩棕櫚亭協会 

はれのちくもり編集委員会 

Tel 042-575-5911 

【発行】特定非営利活動法人 障害者団体定期刊行物協会 

〒157-0072 世田谷区祖師谷 3-1-17-102 

Tel 03-6277-9611 

【定価】100 円 

 

 

各施設の予定＆お知らせ 

法人本部 

8/31 法人研修（虐待実例研修）及び、今年度第 1 回目

の虐待防止・苦情受付委員会開催 

9/6 新人職員を対象とした天野前理事長による「天野ゼ

ミ」第 3 回目 

ピアス 

8/20-31 明星大学より学生インターンシ

ップ受け入れ 

9・10 月 電機神奈川福祉センターより職員

の体験・研修受け入れ予定 

10 月 家族向けの説明会・講演会を予定し

ています 

11/1 東京 YMCA 医療福祉専門学校 OT 科

で、メンバーとスタッフが講演す

る予定です 

11/12 東京障害者職業センターよりスタ

ッフ研修受け入れ 

なびぃ 

通常通りプログラム等行います。 

詳しくはなびぃ通信８・９月号をご覧ください

（棕櫚亭ホームページからもご覧いただけます） 

オープナー 

8/30 精神障害者就労定着支援連絡会事業の第 1 回連絡会「精神障害者

とは何か ～企業が知りたい病気の基礎知識と応用」を開催します 

9/25 東京しごと財団主催シンポジウム「精神障害者・発達障害者が安

定して働くためには？」にて事例発表をします（川田＆働く当事者） 

10/3 立川ハローワーク主催「雇用セミナー」に登壇します（山地） 

11 月 東京しごと財団主催「障害者雇用実務講座」に講師派遣（森園） 

【編集後記】暦上では秋のはずなのですが、

残暑どころか暑中だと勘違いしてしまいそうな日々で

す…。しかし毎日側を通る栗の木の実が着々と大きく

なっていくのを見ながら、必ず秋は来るのだと信じ、

体に鞭打っております。 

障害者雇用水増しの件では、先日は東京新聞の取材が

棕櫚亭に入りました。今後の動向が気になるところで

す…。（尾崎） 

棕櫚亭 I 

9/8・9 福祉のつどい（＠くにたち福祉会館）に絵

画の出展をします 

9/28 昭和記念公園にて恒例の BBQ！ 

10/21 ふれあいスポーツのつどいに参加します 

★棕櫚亭ホームページにて新企画/連載を始めました。 

「ある風景 ～共同作業所棕櫚亭を、私たちが総括する。」

と題し、概ね 3 週間間隔での投稿を予定しています。 

是非ご一読ください。 

 

ウェブサイトにて、 

最新の情報をお届けしています。 

『棕櫚亭』で検索！  www.shuro.jp 


